


～～受受取取時時期期ををずずららすすとと変変変わわるる年年年金金額！～～受取時期をずらすと変わる年金額！～
公的保険について知ろう!!

「ｉＤｅＣｏ」とは？　加入者自らが、60歳まで毎月一定の掛け金を選んだ金融商品により運用
し、原則60歳以降にその運用資産を受け取る制度です。個人型と企業型があります。

■老後2,000万円足りない問題

　って本当なの？

　実は金融庁レポートのタイトルは、

「高齢社会における資産形成・管理」

で、年金問題に触れている訳ではあ

りません。51頁にものぼるレポート

の前半には、近年の人口動態の変化

や就労状況、退職金や貯蓄の状況な

どのデータがまとめられています。

後半は、お金の寿命も伸ばさなけれ

ばならないからと、「長期積立分散

投資」の知識を持つことの重要性と、

つみたてNISAやiDeCoといった税

制優遇の仕組みを使った資産形成の

啓発について語られており、むしろ

金融機関はしっかりとお客様サポー

トに徹しなさいよというメッセージだ

ったのです。

　しかし、このレポートでたった

数行触れられた下の図が物議をか

もし出しました。

　データによると高齢夫婦無職世

帯の実収入は約21万円で、実支

出は約26万円となっていますか

ら、なるほど月５万円足りません。

人生100年時代、確かに2,000万

円不足してしまいます。

　しかし支出の内訳を見てみると、

食費に6.4万円かけていますから、ひ

もじい思いをされているとは思えま

せん。交通費は2.8万円、教養娯楽

費にも2.5万円使っていますから、

スマホを手に出歩き、交友関係も

活発な印象を受けます。つまり日

本の高齢者は「貧困」の状態では

なく、「もっと豊かに暮らすためには

あと５万円あると嬉しいな」という

状態なのではないでしょうか？

　2019年6月、世の中を震撼
させた「老後2,000万円足り
ない」問題。何しろ金融庁に、
老後のお金が足りない！と言
われたのですから誰しも不安
に駆られます。今こそ、年金
の正しい知識を持ち、生活設
計を立てることが大切です。
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■年金は60～70歳の間で自由に

　受取時期を選べます！

　実際この例に挙げられているご

夫婦が「５万円足りない問題」を解

決するのは簡単です。年金の受取

時期をずらせば良いのです。年金

は60歳から70歳までの間で自由に

受取時期を選ぶことが可能です。

早めることを「繰上げ」、遅くする

ことを「繰下げ」といいますが、こ

の場合68歳まで年金受給を「繰

下げ」ると年金額は1.25倍の26

万円となって収支がトントンとな

り、問題解決となるのです。

　年金なんて信用できないからむ

しろ早くもらった方が良いのでは

ないかという方もいるかもしれま

せん。確かに一部週刊誌などでは

早く受け取った方が得という特集

が組まれることも多いですが、仮

に５年「繰上げ」ると年金額は30％

減ってしまい、この減額率は一生

続くのです。

　もちろん年金額は人によって異な

りますから、繰上げ、繰下げの効果

も人それぞれです。だからこそ、マ

スコミに踊らされず、年金の正しい

知識を持ち、これからの生活設計

をしていただきたいと思います。

高齢夫婦無職世帯（夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの無職世帯）

出典：厚生労働省「第１回　社会保障審議会(企業年金・個人年金部会)」（2019年2月22日）



　働きすぎを是正するのは、中小企業も同じことです。時間管理がで
きていないと、賃金の支払いにも大きなリスクが生じます。監督署の
調査の動きも活発化していますので、管理をしないことでおよぶ影響
を抑えることが大切です。ワークライフバランスを考えながら労働時
間管理をしていくことが求められる時代になっています。

あなたの企業の労働時間は適切に管理されていますか？
社会保険労務士法人 あい事務所　特定社会保険労務士　　福島　紀夫

●長時間労働のスパイラルを避ける

●監督署の調査は隠蔽工作を暴くこと

　今、働き方改革の一環では、長時間労働の
是正に注目が集まり、上限規制を厳格に行う
ことが求められています。では、なぜ長時間
労働の是正が必要だといわれているとお考え
でしょうか。
　今後、日本の人口は減少傾向といわれてお
り、労働力の確保が大きな課題となります。
長時間労働が削減できない企業では、精神疾
患に陥ることも増え、次第に退職者も増える
ことになり、ひいてはあの企業はブラック企
業だと揶揄された上に人が集まらず、事業の
継続が困難になり、最終的には事業の閉鎖に
追い込まれることも考えなければなりません。

したが、いよいよ支払いの負担も増えること
になります。
　ここ近年の傾向として、若者は賃金を多く
もらうことよりも休みが欲しいといわれま
す。こういった考え方を尊重しながら企業の
体質を変え、さらにその上での効果的な生産
性アップが求められる時代になっています。

「ワークライフバランス」とは？　「仕事と生活の調和」と訳され、働くすべての人が「仕事」と
「仕事以外の生活」との調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のことをいいます。

　このような、長時間労働の弊害はメンタル
ヘルスだけでなくパワハラも引き起こす原因
となることもあります。
　長時間労働を過少申告させることで、賃金
の支払いを控えたいとする考えの事業主がい
たとすると、そこにはパワハラが横行してい
ることも予想されます。今、労働基準監督署
の調査対象は労働時間の管理と過少申告につ
いての調査がメインになっています。
　また中小企業でも60時間超えの時間外労
働に対する割増率が2023年４月から50％以
上になります。これまで数年猶予されてきま

●なぜ残業は無くならないのか
　人が入れ替わっても、残業体質は変わらな
いという企業も多いのではないでしょうか。
そのメカニズムを研究した方によると、残業
は感染症だといいます。そして、いつしかそ
れが後世にも遺伝し、いつかは麻痺してしま
う（立教大学中原淳教授）、というのです。
　このような体質の改善を行い、組織を活性
化させていきましょう。

●競争力まで失ってはいけない
　働き方改革の弊害は、企業の競争力まで失
ってしまうことです。削減しながら生産性を
上げる方策を考えることが、うまく乗り切れ
るコツとなるでしょう。

企業におけるリスクマネジメント
ワンポイント講座 損害保険代理店活用シリーズ

残業体質が変わらないメカニズム

①「感染」する①「感染」する 残業は職場で感染し、上司のマネ
ジメントにより増大も減少もする

②「遺伝」する②「遺伝」する しかし、世代間を超えて残業は遺
伝してしまう

③「麻痺」する③「麻痺」する いつしか残業は当たり前になり、
そのまま定着してしまう



E-mail　ayumi-p@nifty.com
ホームページ　http://www.ayumikikaku.com/


